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技術・家庭科（家庭分野）学習指導案 

日 時 令 和 〇 年 〇月 〇 日（〇 ） 

 第３校時  1 0 : 2 5～ 1 1 : 1 5 

対 象 第 １ 学 年 Ａ 組  ８ 名 

学校名 中学校 

授業者 ○○ ○○ 

会 場 教室 

１  題材名  「地域の食文化と日常食の調理①」（Ｂ衣食住の生活 食生活） 

       教科書：技術・家庭 家庭分野 生活の土台 自立と共生 開隆堂 

 

２  題材の目標 

・地域の食文化について理解し、地域の食材を用いた和食の調理が適切にできる。（知識及び技能） 

・食品や調理用具等の安全と衛生に留意した管理について理解し、適切にできる。 

（知識及び技能） 

・材料に適した加熱調理の仕方について理解し、基礎的な日常食の調理が適切にできる。 

（知識及び技能） 

・地域の食材を取り入れた１食分の調理について、食品の選択や調理の仕方、調理計画を考え、工夫

できる。                           （思考力・判断力・表現力等） 

・よりよい食生活の実現に向けて、主体的に取り組んだり、振り返って改善したりして、生活を工夫

し、実践しようとする。                    （学びに向かう力、人間性等） 

 

３  題材の評価規準 

ア 知識・技能 イ 思考・判断・表現 ウ 主体的に学習に取り組む態度 

①地域の食文化について理解し

ているとともに、地域の食材を

用いた和食の調理が適切にで

きる。 

②食品や調理用具等の安全と衛

生に留意した管理について理

解しているとともに、適切にで

きる。 

③材料に適した加熱調理の仕方

について理解しているととも

に、基礎的な日常食の調理が適

切にできる。 

①地域の食材を用いた調理における

食品の選択や調理の仕方、調理計画

について、問題を見いだして課題を

設定している。 

②地域の食材を用いた調理における

食品の選択や調理の仕方、調理計画

について、課題解決に向け考え、工

夫している。 

③地域の食材を用いた調理における

食品の選択や調理の仕方、調理計画

について、考察したことを論理的に

表現している。 

④地域の食材を用いた調理における

食品の選択や調理の仕方、調理計画

について、実践を評価したり改善し

たりしている。 

①よりよい生活の実現に向けて、

日常食の調理と地域の食文化に

ついて、課題の解決に主体的に

取り組もうとしている。 

②よりよい生活の実現に向けて、

日常食の調理と地域の食文化に

ついて、課題解決に向けた一連

の活動について振り返って改善

しようとしている。 

③よりよい生活の実現に向けて、

日常食の調理と地域の食文化に

ついて、工夫し創造し、実践しよ

うとしている。 
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４  指導観 

⑴  題材観 

本題材は、中学校学習指導要領（平成２９年告示）第２章 第８節 技術・家庭 （家庭分野） 

Ｂ衣食住の生活 食生活 

（３）日常食の調理と地域の食文化 

ア 次のような知識および技能を身に付けること。 

（イ）食品や調理用具等の安全と衛生に配慮した管理について理解し、適切にできること。 

（ウ）材料に適した加熱調理の仕方について理解し、基礎的な日常食の調理が適切にできること。 

（エ）地域の食文化について理解し、地域の食材を用いた和食の調理が適切にできること。 

イ 日常の１食分の調理について、食品の選択や調理の仕方、調理計画を考え、工夫すること。 

を受けて設定した。 

  ここでは、日常食の調理と地域の食文化について、課題をもって、食品の選択と調理、地域の食文

化に関する基礎的・基本的な知識及び技能を身に付け、日常食又は地域の食材などを生かした調理を

工夫することができるようにすることをねらいとしている。 

指導にあたっては、身近な新島の郷土料理の実習を通し、既習の食事の役割も関連付けながら、地

域の食文化や和食の特徴を捉えることができるようにする。また、調理については、小学校やこれま

でに行ってきた１品の調理や、計量や包丁の使い方等の基礎的な技能を生かし、手順を考えながら１

食分の調理ができるようにしていく。その際に、調理実習ではグループで手順を考えさせ、その学習

を生かし、家庭で１食分を１人で調理する場合の計画について考えさせていく。 

 

⑵  生徒観 

生徒は食生活について関心が高く、前題材の「食品の選択」では、鮮度の判断や表示の見方につい

て、意欲的に取り組み、実際にスーパーで学んだことを活用した生徒もいた。 

島内にスーパーが３店舗しかなく、食材を選ぶ選択肢の幅は内地と比べ多くはないが、農協や親戚

を通し手に入る新島産の食材を普段からなにげなく食べている生徒もいる。 

夏休みには、「スマイルプロジェクト第１弾 家族のための食事作り」として、生徒自身や家族の食

生活の課題を踏まえ、テーマを設定し、家庭で食事作りを実践した。発表会で他の生徒の実践を聞く

ことで、自分の実践を振り返り、改善点を発見することができた。本題材では、第２弾として、夏休

みの実践の振り返りも踏まえ、新島の食材や食文化を取り入れた、よりよい食事作りの計画が立てら

れるようにしていきたい。 

また、生徒は、地域の食文化について、様々な場面で触れてきている。和食と関連付けながら、新

島の食文化や地域の食材について理解を深めさせ、「食文化の継承・創造」の見方をもち、和食を献立

に取り入れたり、地産地消を意識したりして、食生活をよりよくしようとする姿勢を育んでいきたい。 

 

⑶  教材観 

・身近な地域の食材や郷土料理を取り上げ、生徒の経験や生活と結び付け、主体的に取り組むことが

できるようにする。 

・掲示やＩＣＴ機器を活用することで、視覚的に理解を深めることができるようにする。 

・タブレットＰＣを活用し、計画の立案や実践、まとめをスライドに蓄積させていくことで、学びを

振り返ることができるようにする。 

・調理計画の中に、「安全」「衛生」の視点を取り入れ、食品や調理器具等の適切な取り扱いについて

確認し、実習の際に適切に管理できるようにする。 

・家庭に協力してもらい、地域の食材を用いた食事作りを家庭で実践し、知識・技能を活用する場面

を設定することで、夏休みや調理実習での実践の反省を生かせるようにする。 
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５  年間指導計画における位置付け 

 題材名 時数 

１学期 

ガイダンス １時間 

健康と食生活 ７時間 

日常食の献立と調理の基礎  ７時間 

２学期 

さまざまな食品とその選択 ５時間 

地域の食文化と日常食の調理①  ８時間 

３学期 地域の食文化と日常食の調理② ７時間 

 

６  題材の指導計画と評価計画（全８時間）  

 目標 学習内容・学習活動 評価規準（評価方法） 

第１時 

 

日本や新島の食文化

の特徴について理解

し、課題設定ができ

る。 

・日常食と郷土料理、行事食との違いを比較

し、和食や郷土料理の特徴やよさを考え、

まとめる。 

・題材の自分の課題設定を行う。 

アー①（ワークシートの記

述の分析、ペーパーテス

ト） 

イー①（振り返りカード） 

第２時 

 

魚の特徴や調理性を

理解し、郷土料理の調

理の計画を立てるこ

とができる。 

・魚の種類による比較を通し、衛生的で調理

の目的に合った加熱方法について理解す

る。 

・調理に必要な手順や時間を考えて、衛生・

安全・環境・手順の４つの視点で調理計画

を立てる。 

アー②（ワークシートの記

述の分析、ペーパーテス

ト） 

第３時 

第４時 

 

安全・衛生に配慮し、

調理計画に基づいた

郷土料理の調理がで

きる。 

・調理計画に基づき、用具を安全に扱い、１

食分の郷土料理（芋ご飯、たたき汁、明日

葉の佃煮、ひっつぶし）の調理を行う。 

・実習を振り返り、郷土料理への理解を深め

る。 

アー③（行動観察、ペーパー

テスト） 

ウー①（行動観察、ワークシ

ートの記述の分析） 

第５時 

（本

時） 

新島の食文化を伝え

るための食事作りを

考える。 

・和食や郷土料理の現状についてグラフから

読み取り、食文化の伝承のためにできるこ

とを考える。 

・地域の食材を取り入れた１食分の献立を考

える。 

イー②（ワークシートの記

述の分析） 

ウー①（行動観察） 

第６時 食事作りの調理計画

を作成する。 

・調理に必要な手順や時間を考えて、衛生・

安全・環境・手順の４つの視点で調理計画

を立てる。 

イー②（ワークシートの記

述の分析） 

ウー①（ワークシートの記

述の分析） 

第７時 実践を振り返り、レポ

ートにまとめる。 

・冬休みの実践を振り返り、新島の食文化を

伝える食事作りのレポートを作成する。 

イー③（レポートの記述の

分析） 

ウー②（レポートの記述の

分析、行動観察） 

第８時 発表会を通し、これか

らの食生活について

考える。 

・発表会を通して、自分の実践を振り返り、

自己評価する。 

・題材を振り返り、食文化を生活にどのよう

に取り入れていくか考える。 

イー④（ワークシートの記

述の分析） 

ウー③（振り返りカード） 
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７  指導に当たって 

・掲示やＩＣＴ機器を活用し、視覚的に理解できるようにする。 

・毎時めあてを掲示し、振り返りを行うことで、見通しをもって取り組めるようにする。 

・グループでアドバイスし合ったり、調理計画を作成する場面を作ったりすることで、主体的・対話

的な学びになるようにし、考えが深まるようにする。 

 

８  本時（全８時間中の第５時） 

⑴  本時の目標 

 新島の食文化を伝えるための、食事作りを考える。 

⑵  本時の展開 

時

間 
○学習内容 ・学習活動 指導上の留意点・配慮事項 

評価規準 

（評価方法） 

導

入 

5 

分 

〇本時の目標を確認する。 

〇これまでの学習を振り返る。 

 

 

 

 

・郷土料理について、これまでの学習を振

り返る。 

 

 

展

開 

35

分 

〇グラフを見て、日本と新島の食文化

の現状について読み取り、食文化の

伝承のためにできることを考える。 

 

 

 

 

 

〇新島の食文化を伝える食事作りにつ

いて考える。 

・誰に何を伝えるかテーマを決める。 

・新島の食材を用いた一品を考える。 

・参考になりそうな画像を調べ、スラ

イドに貼っておく。 

・グラフを見て、和食離れが進んだり、新

島の食文化が薄れていったりしているこ

とを、考察させる。 

・電子付箋紙を用い、考えを共有し、グル

ープごとに発表させる。 

・食文化を伝承していくためには、郷土料

理や地域の食材を日常食に取り入れるこ

とが大切であることに気付かせる。 

 

・新島の食文化を伝える食事作りのテーマ

を考えさせる。 

・郷土料理の資料を見たり、インターネッ

トで調べたりできるようにしておく。 

・実際に冬休みに作ることを伝える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イー②（ワーク

シートの記述

の分析） 

ウー①（行動観

察） 

ま

と

め 

10

分 

〇再度テーマと考えた食事についてま

とめる。 

〇本時の振り返りを行う。 

〇次回の予告を行う。 

 

・振り返りカードに記入させる。 

・次回は、具体的な調理計画をたてること

を伝える。 

 

 

 

 

 

 

 

目標：新島の食文化を伝えるための、食事作りを考える。 
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⑶  板書計画  

①板書                          モニター① 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑷  授業観察の視点 

・学習内容は、本時や題材の目標達成のために有効であったか。 

・生徒への発問や指示、説明は明確であり、主体的・対話的な学びを促すために有効であったか。 

・ＩＣＴ機器の活用は、生徒の思考を整理し、考えをまとめるために適切であったか。 

 

 

目標：新島の食文化を伝えるための、食事作りを考える。 

 

★食文化を伝承するためにできること。 

  ・食文化を勉強する。 

  ・宣伝をして、知ってもらう。 

  ・食文化を食事に取り入れる。 

            

まとめ：テーマと新島の文化を伝える一品についてまとめる。 

食文化を伝承していくために、できることは

どのようなことだろう。 

 


